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令和1年度

学校関係者評価報告書
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学校法人　村上学園

専門学校日本医科学大学校
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評価

（１） 教育理念は明文化している 5

（２） 学校独自の教育理念を持っている 5

（３） 教育理念・目的は人材育成の内容と一致している 5

（４） 教職員は教育理念・目標について認識し、共有している 5

（５） 教職員は教育理念・目標に向けて努力している 5

（６） 教育理念、目標は学生に浸透している 4

（７） 教育理念・目標と教育課程の考え方が一貫している 5

（８） 社会変化、ニーズに対応して見直している 4

（９） 教育理念・目標は年一回見直している 5

（１０）学校の将来構想は示されている 4

（１１）学校の将来構想について組織的に取組む体制が整えられている 4

優れている・・・5
やや優れている・・・４

適切・・・3
やや改善が必要・・・2
改善が必要・・・1

・学則の「目的」に沿って教育理念が定められ
ている。
学校案内・募集要項及びHP等に本校の理念・
目的・育成人材像そしてそれをたっせいする
ための学校の取り組みなどが詳細に記載され
ている。

・将来構想は具体的に計画されている。

・教育理念・目標について明確に設定されて
おり、パンフレットやホームページ等で示され
ている。将来構想については示されていな
い。

・教育理念は不変と考えるため、できていると
理解する。

・長期目標、短期目標を設定し、教職員皆で
考える機会をつくることが望ましい。

評価の概要と今後の課題

１
　
教
育
理
念
・
目
標

１）学校の教育理念・目標の設定

２）教育理念・目標の達成

３）教育理念・目標の点検、見直し

４）学校の将来構想の明確化

自己点検・自己評価表

評価項目

大項目 中項目 評価対象項目（質問項目）
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評価

（１２） 学校の教育理念・目標を反映した学生募集方針を定めている 5

（１３） 入学定員を明示している 5

（１４） 推薦・社会人・一般入試制度の有無は明記している 5

（１５） 社会人入学試験制度を取り入れている 5

（１６） 入学選抜の方法は明示している 5

（１７） 合格基準は明確にしている 5

（１８） 転入学の方法・基準を明文化している 5

（１９） 学生募集要項を作成し、学科の情報を提供している 5

（２０） 志願者が関心をもつように工夫されている 5

（２１） 在学生は定員の９０％以上を充たしている 3

（２２） 合格者からの入学率は５０％以上である 5

（２３） 推薦入試の入学生は定員の３０％以内である 3

（２４） 入学試験委員会が適宜開催されている 5

（２５） 志願者・合格者・入学者などの推移とその評価がなされている 5

（２６） 多様な選抜方法と学生の状況について検討している 5

（２７） 学則の中で授業料免除制度について学生に説明している 5

優れている・・・5
やや優れている・・・４

適切・・・3
やや改善が必要・・・2
改善が必要・・・1

評価の概要と今後の課題

・特に視能訓練士科においては医療系の専門
職という認知度を高めるための広報活動を強
化していくことが不可欠である。
高校訪問、会場ガイダンス等で情報提供を行
うのはもちろんだが、ボランティア活動の奨励
イベントを利用した地域貢献も大きな広報活
動となる。

・多様な入試制度を設け、志願者がより合っ
た方法で受験できるようになっていると考え
る。
体験入学について、見直しを行い、より関心を
もてるように工夫されている。パンフレットにつ
いて、退職した教員の掲載があるため、見直
しが必要ではないかと考える。

・どこの学校も学生募集に苦戦している。パン
フレットばかりでなく、HPやSNSの活用で広報
の幅を広げることも考えてはと思う。

自己点検・自己評価表

評価項目

評価対象項目（質問項目）大項目 中項目

２
　
学
生
の
受
け
入
れ

１）学生募集の方法

２）入学者選抜方法

３）学生募集の広報

５）学生募集に関する分析・評価体
制

４）学生定員の質・量的充足状況
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評価

（２８） 定期的に健康診断を実施している 5

（２９） 学生が日常生活の健康管理ができるように指導している 5

（３０） 臨地実習での感染防止の対策をとっている 5

（３１） 健康記録は的確に記載し、活用している 5

（３２） 学生相談の窓口を設けていることを学生に周知している 5

（３３） 学生相談の内容によって窓口（担当）を決めている 5

（３４） プライバシーが保持されるシステムができている 5

（３５） 学生相談の専任のカウンセラーをおいている 5

（３６） 課外活動の支援をしている 4

（３７） 課外活動の活動費用の支援体制がある 5

（３８） 課外研修授業を行っている 5

（３９） ボランティア活動の支援をしている 4

（４０） 学生の自治活動が円滑にいくために助言・指導している 4

（４１） 他校との交流の機会をもっている 4

（４２） 奨学金制度について学生に周知している 5

（４３） 学生寮を有している 4

（４４） 学生の後援を目的とした組織ができている 5

（４５） 学生は傷害保険に加入している 4

３
　
学
生
生
活
へ
の
支
援

１）健康管理

２）学生相談室、進路相談室の設
置と対応

３）課外活動とボランティア活動

４）自治会への支援

５）福利厚生
（奨学金制度）（学生宿舎）
（学生後援会）

・学生が快適な学校生活を送れるように職員
が一丸となって学生支援を行っている。

・専任のカウンセラーや奨学金制度等、専門
の窓口を設置しており、支援している。

優れている・・・5
やや優れている・・・４

適切・・・3
やや改善が必要・・・2

改善が必要・・・1

評価の概要と今後の課題

大項目 中項目 評価対象項目（質問項目）

自己点検・自己評価表

評価項目
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評価

（４６） 教育理念・目標にあった科目設定をしている 5

（４７） 科目設定には学校の特色を盛り込んでいる 5

（４８） 科目設定には学習者・社会のニーズを考慮している 4

（４９） 科目の一般目標・行動目標は明確に設定している 5

（５０） 指定規則に合致した科目と単位・時間を設定している 5

（５１） 教育理念・目標にあった順序性で配列をしている 5

（５２） 科目の位置づけと科目間の関連性を明示している 5

（５３） 臨地実習目標は明確で効果的に計画されている 5

（５４） カリキュラムの見直しは定期的（年１回）に行っている 5

（５５）
臨地実習の計画・実践指導は効果的であるかを定期的に見直し
ている 5

（５６） カリキュラムの見直しは学生・講師・教員の意見を反映している 4

評価対象項目（質問項目）

自己点検・自己評価表

評価項目

・カリキュラムについては教育要項に明確に
示されている。

・授業評価は学校全体として取り組む必要が
ある。統一した評価表を早急に作成すべきで
ある。

・授業評価を含め、学生から意見を聞く機会を
設ける必要がある。

評価の概要と今後の課題

優れている・・・5
やや優れている・・・４

適切・・・3
やや改善が必要・・・2
改善が必要・・・1

４
　
教
育
課
程

（
看
護
師
科

）

１）カリキュラムの立案

２）カリキュラムの効果的編成

３）カリキュラムの点検・見直し

大項目 中項目
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評価

（５７） 教育理念・目標にあった科目設定をしている 5

（５８） 科目設定には学校の特色を盛り込んでいる 5

（５９） 科目設定には学習者・社会のニーズを考慮している 5

（６０） 科目の一般目標・行動目標は明確に設定している 5

（６１） 指定規則に合致した科目と単位・時間を設定している 5

（６２） 教育理念・目標にあった順序性で配列している 5

（６３） 科目の位置づけと科目間の関連性を明示している 5

（６４） 授業の目標は明確であり、効果的に計画されている 5

（６５） カリキュラムの見直しは定期的（年1回）に行っている 5

（６６） 視能訓練士養成所の指導要綱に準じた臨地実習を行っている 5

（６７） カリキュラムの見直しは学生・講師・教員の意見を反映している 5

２）カリキュラムの効果的編成

３）カリキュラムの点検・見直し

自己点検・自己評価表

評価項目

・専門科目のみならず一般教養科目にも力を
注いでいる。
医療従事者としての人間教育に力を注いでい
ることがうかがえる。

・学習者のニーズを取り入れる対応を考慮す
る。

・学生からの意見をどのように取り入れている
のか。

評価の概要と今後の課題

大項目 中項目 評価対象項目（質問項目）

優れている・・・5
やや優れている・・・４

適切・・・3
やや改善が必要・・・2

改善が必要・・・1

４
　
教
育
課
程

（
視
能
訓
練
士
科

）

１）カリキュラムの立案
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評価

（６８） 教育理念・目標にあった科目設定をしている 5

（６９） 科目設定には学校の特色を盛り込んでいる 5

（７０） 科目設定には学習者・社会のニーズを考慮している 5

（７１） 科目の一般目標・行動目標は明確に設定している 5

（７２） 指定規則に合致した科目と単位・時間を設定している 5

（７３） 教育理念・目標にあった順序性で配列をしている 5

（７４） 科目の位置づけと科目間の関連性を明示している 5

（７５） 臨地実習目標は明確で効果的に計画されている 4

（７６） カリキュラムの見直しは定期的（年１回）に行っている 5

（７７）
臨地実習の計画・実践指導は効果的であるかを定期的に見直し
ている 4

（７８） カリキュラムの見直しは学生・講師・教員の意見を反映している 5

４
　
教
育
課
程

（
メ
デ
ィ
カ
ル
外
語
学
科

）

１）カリキュラムの立案

２）カリキュラムの効果的編成

３）カリキュラムの点検・見直し

・学生の意見は聞いていない？

評価の概要と今後の課題

大項目 中項目 評価対象項目（質問項目）

自己点検・自己評価表

評価項目

優れている・・・5
やや優れている・・・４

適切・・・3
やや改善が必要・・・2

改善が必要・・・1
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評価

（７９） 年度初めにカリキュラムガイダンスを行っている 5

（８０） 学生便覧は内容・構成が工夫して作成され、学生が活用している 5

（８１） シラバスが作成されて活用について学生に説明している 5

（８２） １クラスの学生数は４０人以下の構成である 4

（８３） 授業計画に基づいて授業は実施している 5

（８４） 時間割の進度は、授業計画通りに行われている 5

（８５） 科目毎の授業内容を整理し、担当者へ周知している 5

（８６）
科目を担当する教員（専任・非常勤）は専門分野についての専門
家が担当している 4

（８７） 教員一人当たりの週授業時間は１５時間以内である 4

（８８）
教員の実習担当時間数は３６０時間毎に９０時間程度の準備時間
が見込まれている 4

（８９） 教員間の講義・実習担当時間の配分はほぼ均等である 5

（９０） 授業内容は精選され、学生のレディネスにそって構成されている 4

（９１）
学生が自主的に考え、学習することが可能な授業形態が導入さ
れている（少人数教育・ゼミなど） 5

（９２）
視聴覚教育機器・機材の質と量は十分で、効果的に活用されてい
る 5

（９３） 効果的な教育方法について、検討の場をもっている（学内外） 5

（９４） 教育において日常的に教材研究を行っている 4

（９５） 教員は授業終了時に、学生による評価を実施している 4

（９６） 学生による評価は評価表を作成して行っている 4

（９７） 教員自身による自己評価を実施している 4

（９８）
大学・短大・専修学校への単位互換が可能な科目設定・時間設定
である 5

（９９） 大学（短大）卒の入学生に単位に認定制をとっている 5

（１００） 評価の方法は試験・出席・学習状況・レポートにより行われている 5

（１０１） 授業科目毎に評価者と単位認定者を明示している 5

（１０２） 追試験・再試験・単位未修得者の評価基準を明確にしている 5

（１０３） 進級・進度の基準を示し適用している 5

（１０４） 履修認定会議・進級判定会議は定期的に開催している 5

・年度初めにガイダンスがあり、学生便覧や
教育要項の活用方法について説明がある。

・シラバスは項目の罰則だけでなく、内容を詳
細に記載すべきである。また、授業外学習に
ついても記した方が良い。

・担当する科目は専門家が行なうべきである。

・授業評価は教育のための教員の資質向上
にとって重要であるため、至急検討していただ
きたい。

優れている・・・5
やや優れている・・・４

適切・・・3
やや改善が必要・・・2

改善が必要・・・1

５
　
教
育
活
動
・
教
育
指
導
の
あ
り
方

（
看
護
師
科

）

１）学習支援（ガイダンス）

２）授業の計画的遂行・調整

３）授業科目の担当・時間

４）教育方法の工夫・研究

５）授業評価

７）成績評価・単位認定

６）単位互換

評価の概要と今後の課題

大項目 中項目 評価対象項目（質問項目）

自己点検・自己評価表

評価項目
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評価

（１０５） 年度初めにカリキュラムガイダンスを行っている 5

（１０６） 学生に学生便覧を配布し、その活用について説明している 5

（１０７） シラバスが作成されて活用について学生に説明している 5

（１０８） 1クラスの学生人数は学則に定めた定員人数以内である 5

（１０９） 授業計画に基づいて授業は実施している 5

（１１０） 授業計画は指定規則に則り計画されている 5

（１１１） 科目毎の授業内容は整理され、科目の担当者へ周知している 5

（１１２）
科目を担当する教員は、5年以上の経験を有する視能訓練士、医
師又はこれと同等以上の学識を有するものである 5

（１１３） 教員一人当たりの週授業時間は15時間以内である 4

（１１４）
教員の実習担当時間数は1時間程度の準備時間が見込まれてい
る 5

（１１５） 教員間の講義・実習担当時間の配分はほぼ均等である 4

（１１６） 授業内容は精選され、学生のレディネスにそって構成されている 4

（１１７）
学生が自主的に考え、学習することが可能な授業形態が導入さ
れている 5

（１１８）
視聴覚教育機器・教材の質と量は十分で、効果的に活用されてい
る 5

（１１９） 効果的な教育方法について、検討の場をもっている（学内外） 4

（１２０） 教育において日常的に教材研究を行っている 5

（１２１） 教員は授業終了時に、学生による評価を実施している 3

（１２２） 教員自身による自己評価を実施している 3

（１２３）
大学・短大・専修学校への単位互換が可能な科目設定・時間設定
である 5

（１２４） 大学（短大）卒の入学生に単位の認定制をとっている 5

（１２５） 評価の方法は試験・出席・学習状況・レポートにより行われている 5

（１２６） 授業科目毎に評価者と単位認定者を明示している 5

（１２７） 追試験・再試験・単位未修得者の評価基準を明確にしている 5

（１２８） 進級・進度の基準を示し適用している 5

（１２９） 履修認定会議・進級判定会議は定期的に開催している 5

評価の概要と今後の課題

・常勤及び非常勤講師間でいろいろな情報を
共有するために合同会を行うと良いと思う。

・シラバスの見直しをした方が良い。

・シラバス通りに行われていることのチェック
は日報で行っているのですか？

・授業評価は必ず行った方が良い。

大項目 中項目 評価対象項目（質問項目）

自己点検・自己評価表

評価項目 優れている・・・5
やや優れている・・・４

適切・・・3
やや改善が必要・・・2
改善が必要・・・1

５
　
教
育
活
動
・
教
育
指
導
の
あ
り
方

（
視
能
訓
練
士
科

）

１）学習支援（ガイダンス）

７）成績評価・単位認定

２）授業の計画的遂行・調整

３）授業科目の担当・時間

４）教育方法の工夫・研究

５）授業評価

６）単位互換
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評価

（１３０） 年度初めにカリキュラムガイダンスを行っている 5

（１３１） 学生便覧は内容・構成が工夫して作成され、学生が活用している 4

（１３２） シラバスが作成されて活用について学生に説明している 4

（１３３） １クラスの学生数は４０人以下の構成である 5

（１３４） 授業計画に基づいて授業は実施している 5

（１３５） 時間割の進度は、授業計画通りに行われている 5

（１３６） 科目毎の授業内容は整理され、科目の担当者へ周知している 5

（１３７）
科目を担当する教員（専任・非常勤）は専門知識を有する講師が
担当している 5

（１３８） 教員一人当たりの週授業時間は１５時間以内である 5

（１３９） 授業内容は、学生の理解度を高められるように組まれている 5

（１４０）
学生が自主的に考え、学習することが可能な授業形態が導入さ
れている 5

（１４１）
視聴覚教育機器・機材の質と量は十分で、効果的に活用されてい
る 5

（１４２） 効果的な教育方法について、検討の場をもっている（学内外） 4

（１４３） 講義において使用される教材を、定期的に見直している 5

（１４４）
教員は専門性を向上させるため知識・技術等を修得するための
研修等に参加するよう取り組んでいる 5

（１４５） 教員は年度末に、学生による評価（アンケート）を実施している 4

（１４６） 学生による評価は評価表を作成して行っている 4

（１４７） 教員自身による自己評価を実施している 4

（１４８） 大学・短大・専修学校への単位互換が可能な時間設定である 5

（１４９） 大学（短大）卒の入学生に単位に認定制をとっている 5

（１５０） 評価の方法は試験・出席・学習状況・レポートにより行われている 5

（１５１） 授業科目毎に評価者と単位認定者を明示している 5

（１５２） 追試験・再試験・単位未修得者の評価基準を明確にしている 5

（１５３） 進級・進度の基準を示し適用している 5

（１５４） 履修認定会議・進級判定会議は定期的に開催している 5

評価の概要と今後の課題

・学生便覧の活用は十分に行ってほしい。
シラバスの記載について検討をしてほしい。

・学生から意見を聞くことは重要です。今後機
会を検討して下さい。

・授業評価を取り入れるよう検討して下さい。

大項目 中項目 評価対象項目（質問項目）

自己点検・自己評価表

評価項目

６）単位互換

優れている・・・5
やや優れている・・・４

適切・・・3
やや改善が必要・・・2

改善が必要・・・1

７）成績評価・単位認定

５
　
教
育
活
動
・
教
育
指
導
の
あ
り
方

（
メ
デ
ィ
カ
ル
外
語
学
科

）

１）学習支援（ガイダンス）

２）授業の計画的遂行・調整

３）授業科目の担当・時間

４）教育方法の工夫・研究

５）授業評価
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評価

（１５５）
実習施設は実習場としての施設設備が整っている（カンファレンス
室、更衣室等） 4

（１５６） 実習施設は実習に必要な図書が整備されている 5

（１５７） 実習施設は基礎的看護に必要な看護用具が整備されている 5

（１５８） 実習施設は看護基準、看護手順を作成し活用している 5

（１５９） １看護単位の実習生受け入れは10名以内である 5

（１６０） 実習科目の目標・内容に見合った実習施設を確保している 5

（１６１）
実習施設は実習目的を果たすために適切・妥当であるか定期的
に見直している 5

（１６２） 実習指導者に対して現任教育を計画的に実施している 5

（１６３） 実習指導者は自主的に研究会を実施している 4

（１６４） 実習指導者は学生の看護ケアに適切にアドバイスできている 5

（１６５） 実習指導者は看護実践の創意工夫に努める姿勢がある 5

（１６６） 実習要項は各看護学毎に作成している 5

（１６７） 実習指導者会議は定期的に開催している 5

（１６８）
実習指導体制が明確にされ、指導者は１看護単位に２名以上配
置されている 5

（１６９）
実習指導者は実習要項をもとに、指導計画を立案・実施・評価して
いる 5

（１７０） 実習指導者と教員は、役割分担を明確にして指導している 5

（１７１） 実習評価表は実習指導責任者が作成している 5

６
　
実
習
指
導
体
制

（
看
護
師
科

）

１）実習施設の要件

２）実習場の開発

３）実習指導者の能力開発

４）実習指導体制

・covid-19の影響により、多少不規則な講義・
実習及び演習等が予期されてます。ウィルス
の対応には慎重性が示唆されます。

・常勤と非常勤との講師会等の連携が必要と
思われます。

・実習指導体制についてはおおむね満たして
いる。

優れている・・・5
やや優れている・・・４

適切・・・3
やや改善が必要・・・2
改善が必要・・・1

評価の概要と今後の課題

大項目 中項目 評価対象項目（質問項目）

自己点検・自己評価表

評価項目
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評価

（１７２） 臨地実習は原則として昼間に行われているか。 5

（１７３） 実習施設はすべて承認を受けたものか。 5

（１７４）
実習指導者は医師又は視能訓練士として５年以上の実務経験及
び業績を有するものか。 5

（１７５）
実習施設のうち、主たる病院は実際に斜視手術及びその他の
　　斜視治療並びに視能訓練を行っているものであるか。 5

（１７６） 各実習施設につき、実習受け入れの承諾書があるか。 5

（１７７）
実習指導者の資格にかかる免許等の登録証等資格を証明する
書類があるか。 5

（１７８） 実習指導者の数は学生2人当たり1人以上であるか。 5

（１７９） 実習指導者と連携を取り、学生にフィードバックできている。 5

（１８０） 実習の評価方法は適正か。実習指導要領はあるか。 5

（１８１）
臨地実習については、10単位以上は、病院等において実施され
ているか。 5

（１８２）
実習において知り得た個人の秘密の保持について、実習生が十
分配慮するよう指導すること。 5

（１８３） 実習期間と通常の授業期間が重なった場合の対応は適切か。 5

評価項目

・実習指導体制は良く整っている。

・covid-19の影響により、多少不規則な講義・
実習及び演習等が予期されてます。ウィルス
の対応には慎重性が示唆されます。

・常勤と非常勤との講師会等の連携が必要と
思われます。

評価の概要と今後の課題

大項目 中項目 評価対象項目（質問項目）

優れている・・・5
やや優れている・・・４

適切・・・3
やや改善が必要・・・2
改善が必要・・・1

６
　
実
習
指
導
体
制

（
視
能
訓
練
士
科

）

１）実習施設の要件

2）実習指導体制

自己点検・自己評価表
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評価

（１８４）
医療機関（病院）において実習が行われているか。（診療所の場合
は、外科系・内科系の2か所） 3

（１８５） 実習は、医療機関等において、135時間以上実施されているか 3

（１８６） 実習の目標・内容に見合った実習施設を確保している 3

（１８７）
実習施設は実習目的を果たすために適切・妥当であるか定期的に
見直している 3

（１８８） 実習指導者と連携を取り、学生にフィードバックできている 3

（１８９）
実習において知り得た個人の秘密の保持について、実習生が十分
配慮するよう指導すること 3

（１９０）
実習指導者は、教育要綱に明示されている実習の目標・内容をも
とに指導している 3

評価の概要と今後の課題

大項目 中項目 評価対象項目（質問項目）

自己点検・自己評価表

評価項目

優れている・・・5
やや優れている・・・４

適切・・・3
やや改善が必要・・・

2
改善が必要・・・1

・covid-19の影響により、多少不規則な講義・
実習及び演習等が予期されてます。ウィルス
の対応には慎重性が示唆されます。
入管局などの情報を配慮し、学校にあった対
応がひつようと思われる。

・常勤と非常勤との連携を考慮しなければな
らない。

６
　
実
習
指
導
体
制

（
メ
デ
ィ
カ
ル
外
語
学
科

）

１）実習施設の要件

２）実習場の開発

３）実習指導体制
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評価

（１９１） 研究費は研究計画を立案し、助成金の申請をしている 3

（１９２） 研究に必要な設備・機器を計画的に整備している 4

（１９３） 研究・研修への年間予算計画が設定されている 4

（１９４） 教員は専門領域の研究活動に取組み研究論文を書いている 3

（１９５） 教員は半数以上は年1題以上、研究論文を書いている 3

（１９６） 教員は学会の会員である 4

（１９７） 教員は研究活動の校外研修日を月１回以上、確保している 4

（１９８）
教員は臨床ナースと連携や交流を図り臨床看護研究に取組んで
いる 3

（１９９）
教員の半数以上は研究成果を過去２年以内に公表している（学
会、投稿） 3

（２００） 学校は研究成果を年報、紀要や論文集などで発刊している 3

（２０１） 教員は年１回以上、自主的に研修に参加している 5

（２０２） .教員は専門領域の臨地実習、研修を実施している 5

（２０３） 教員が研修に参加できるようシステム作りをしている 5

（２０４） 教員は対外的に講師としての役割を果たし活動している 4

・外部学会(口頭・原著・投稿等)に積極的に参
加したものを学内にて公表する。

・本校内での教職員の抄読会など具体的に計
画・実行する。

・研修・研究活動について詳細を把握していな
いため、評価ができない点が多いが、研修・
研究活動の実施は多くないのではないかと考
える。

・最新情報を得るため学会参加は重要であ
る。

・研究は難しいところがあると思うが、学校とし
て推奨してほしい。

７
　
研
究
・
研
修
活
動

（
看
護
師
科

）

１）研究・研修活動の財政面の整備

２）教員の研究活動

３）研究成果の発表

４）研修活動への積極的参加と
教員の活動

優れている・・・5
やや優れている・・・４

適切・・・3
やや改善が必要・・・2

改善が必要・・・1

評価の概要と今後の課題

大項目 中項目 評価対象項目（質問項目）

自己点検・自己評価表

評価項目
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評価

（２０５） 研修費は研究計画を立案し、助成金の申請をしている 4

（２０６） 研究に必要な設備・機器を計画的に整備している 5

（２０７） 研究・研修への年間予算計画が設定されている 4

（２０８） 教員は専門領域の研究活動に取り組んでいる 3

（２０９） 教員は研究論文を書いている 3

（２１０） 教員は学会の会員である 5

（２１１） 教員は研究活動の校外研修日を月1回以上、確保している 4

（２１２）
教員は臨床の視能訓練士と連携や交流を図り視能訓練学の研究
に取り組んでいる 4

３）研究成果の発表 （２１３）
教員の半分以上は研究成果を過去2年以内に公表している
　　　（学会・投稿） 3

（２１４） 教員は年1回以上、自主的に研修活動している 5

（２１５） 教員は専門領域の臨地実習、研修を実施している 4

（２１６） 教員が研修に参加できるようシステム作りをしている 4

（２１７） 教員は対外的に講師としての役割を果たし、活動している 4

優れている・・・5
やや優れている・・・

４
適切・・・3

やや改善が必要・・・
2

改善が必要・・・1

・教員は学会の会員であり、校外研修や勉強
会に自主的に参加し、学生の教育によく役立
てている。

・外部学会(口頭・原著・投稿等)に積極的に参
加したものを学内にて公表する。

・本校内での教職員の抄読会など具体的に計
画・実行する。

・学校として検討していただきたい。

・助成金の申請(205)と研究に必要な機器の
整備(206)との齟齬がある。設備・機器を整備
していながら研究をしていないのは、いかが
か。

評価の概要と今後の課題

７
　
研
究
・
研
修
活
動

（
視
能
訓
練
士
科

）

１）研究・研修活動の財政面の整備

２）教員の研究活動

４）研修活動への積極的参加と
教員の活動

自己点検・自己評価表

評価項目

大項目 中項目 評価対象項目（質問項目）
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評価

（２１８）
教員組織、事務組織は専任者が配置され、運営しやすい組織図
ができている 5

（２１９） 教員組織と事務組織は適正に連携している 5

（２２０） 教員組織は運営に必要な人数と職種が配置されている 4

（２２１） 事務組織は運営に必要な人数が配置されている 5

（２２２） 各職員が命令系統に沿ってその役割を果たしている 5

（２２３） 教員の人事について、副校長並びに役員は意見を具申している 4

（２２４） 教員の将来方針を把握し、助言している 4

（２２５） 講師の資格要件を明示している 5

（２２６） 非常勤講師は資格要件をもとに選考している 5

（２２７） 実習指導者は資格要件を満たしている 5

（２２８） 教員は専門領域毎に配置できている 4

（２２９） 実習調整者は専任で配置されている 5

（２３０） 職務分掌は作成している 5

（２３１） 学校長は職務分掌に沿ってその役割を果たしている 5

（２３２） 副校長・学校長代行は職務分掌に沿ってその役割を果たしている 5

（２３３） 総括事務長は職務分掌に沿ってその役割を果たしている 5

（２３４） 学科長・教員は職務分掌に沿ってその役割を果たしている 5

（２３６） 事務員は職務分掌に沿ってその役割を果たしている 5

（２３６） 業務内容は効果的な職務遂行ができるよう適宜見直している 5

（２３７）
副校長・総括事務長は学校運営会議に出席し、必要時意見を述
べている 5

（２３８） 全教職員は教職員会議に出席し、必要時意見を述べている 5

（２３９） 学校運営会議は定期的に開催し機能している 5

（２４０） 教職員会議は月1回以上定期的に開催している 5

（２４１） 教員会議は定期的に開催している 5

（２４２）
学籍簿は学籍の記録、履修状況が正確に記載され、証明機能を
備えている 5

（２４３） 学籍簿は保管が適切になされ、秘密が守られている 5

（２４４） 卒業生の９０％以上は医療・看護系の職業を選んでいる 5

（２４５） 卒業時点での進路状況が、分類整理されている 5

（２４６） 統計資料が経年的に整理され、活用されている 5

（２４７） 国家試験合格状況は、全国の平均合格率を上回っている 3

（２４８） 不合格者の背景、特性を分類し、教育活動に活かしている 3

８）資格取得（国家試験）合格状況

・国試の準備も非常勤の講師に依頼はどう
か。

・概ね満たしていると考える。

・全国平均以上になるよう努力を期待してい
る。

評価の概要と今後の課題

大項目 中項目 評価対象項目（質問項目）

自己点検・自己評価表

評価項目
優れている・・・5

やや優れている・・・４
適切・・・3

やや改善が必要・・・2
改善が必要・・・1

１）学校の組織と関連組織の整備

２）講師・実習指導者の要件

３）教員人事の適正配置

４）職員の職務分掌

８
　
組
織
・
管
理
運
営

５）会議への参加運営

６）学籍の管理

７）卒業生の進路
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評価

（２４９） クラス数に見合った専用の普通教室をもっている 5
・地域との連携は良くできている。更なる地域
貢献や社会貢献を進める努力が必要と思う。

（２５０） 学科毎の実習室を有している 4

（２５１） .グループ討議等ができる演習室を有している 5

（２５２） 視聴覚室を有している 4

（２５３） 図書室を有している 5

（２５４） 校内施設利用規定は作成している 5

（２５５）
施設利用規定には学生の自己学習に使用できるように配慮して
いる 5

（２５６） 保健室がある 5

（２５７） 学生相談室が設置されている 4

（２５８） 自習室の整備ができている 5

（２５９） 男子学生用トイレ、更衣室がある 5

（２６０） 学生が交流可能なスペースがある 5

（２６１） 交流場所は整備され、憩いの場作りができている 5

（２６２） 図書および資料は分野毎、領域毎の分類され整理されている 5

（２６３） 蔵書数は学生数に見合った十分な冊数である 5

（２６４） 専門分野は専門領域毎に計画的に増補している 5

（２６５） 学術雑誌は指定基準以上の種類を有している 5

（２６６） 図書と学術雑誌およびビデオ等の整備点検はできている 5

（２６７） 司書を配置している 5

（２６８） 学生が利用しやすい時間帯に開室している 5

（２６９） 新刊図書の紹介をしている 5

（２７０） 必要な図書増備の予算計画ができている 5

（２７１） 文献検索のためのインターネットの設備がある 5

（２７２） 教材教具は定期的に点検を行っている 5

（２７３） 専門領域毎に教育内容に合った教材を計画的に増備している 5

（２７４）
機材器具、標本、模型は学生数に見合って充分な数を整備してい
る 5

（２７５） ビデオ等、視聴覚教材は自己学習に使用できる 5

（２７６） 教材購入の経費は年次毎に計画し増備している 5

９
　
施
設
整
備

３）図書室の整備と管理

４）教材の整備と管理

２）学生支援施設の整備と管理
（保健室）　（学生相談室）
（男子学生用の整備）　（学生ホー
ル）

１）校舎の整備と管理

評価の概要と今後の課題

自己点検・自己評価表

評価項目

優れている・・・5
やや優れている・・・４

適切・・・3
やや改善が必要・・・2

改善が必要・・・1大項目 中項目 評価対象項目（質問項目）
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評価

（２７７） 教育および学校の情報を公開し、広報活動を行っている 5

（２７８） 学校行事は地域性を考慮して教育計画に位置づけている 5

（２７９） 地域への働きかけは社会のニーズに応じた内容である 5

（２８０） 近隣施設へのボランティア活動に積極的に参加している 5

（２８１） 近隣関連施設との情報交換および連携システムができている 5

1
0
　
社
会
へ
の
貢
献

１）地域との連携と社会への啓蒙

２）近隣関連施設との連携

・概ね満たしていると考える。

優れている・・・5
やや優れている・・・４

適切・・・3
やや改善が必要・・・2

改善が必要・・・1

評価の概要と今後の課題

大項目 中項目 評価対象項目（質問項目）

評価項目

自己点検・自己評価表
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評価

（２８２） 学校の事業計画を立てている 5

（２８３） 中・長期目標の予算計画が立てられている 5

（２８４） 年間の予算計画・執行状況を把握し、必要時修正している 5

（２８５） 職員は歳入歳出の状況を把握している 4

（２８６） 職員全員が経営意識をもっている 5

（２８７） 職員は歳出削減に向けて努力している 5

１
１
　
予
算

１）事業計画

２）予算の執行

３）経営意識

評価の概要と今後の課題

大項目 中項目 評価対象項目（質問項目）

自己点検・自己評価表

評価項目

優れている・・・5
やや優れている・・・４

適切・・・3
やや改善が必要・・・2

改善が必要・・・1
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評価

（２８８） 学校自己点検・評価のシステムが作られている 5

（２８９） 自己点検・評価に必要な基礎データ等の整備がなされている 5

（２９０） 自己点検・評価を定期的に実施している 5

（２９１） 自己点検・評価の結果を公表している 5

（２９２） 評価を次年度に活かしている 4

・評価のシステムは良く整備されている。
前年度の課題については中長期的なもの以
外は良く改善され実行されている。

・毎年、学校評価を実施しており、評価報告書
も制作されている。

・次年度に生かすシステムを構築してほしい。

評価の概要と今後の課題

優れている・・・5
やや優れている・・・４

適切・・・3
やや改善が必要・・・2

改善が必要・・・1

１
２
　
学
校
評
価

１）自己点検・評価体制

大項目 中項目 評価対象項目（質問項目）

自己点検・自己評価表

評価項目


